































































































































































































































































































































































































































































































































- 3 1 -
めあてまでの時間を10分以内におさめるこ
とができた｡三角形の掲示物を準備しておくこ
とで,これまでよく触れてきた三角定規の直角
三角形の和一-一般三角形の内角の和と話題にし
ていき,｢この三角形も3つの角の和は1800
なの一?｣と問いかけることでめあてにつなげる
ことができたと考える｡
(5)考えさせる工夫について
理解確認開腹は,教師が昨備した一般三角形
について,全員が調べる括動だったO-人-一人
が ｢分度器を使って調べるJ｢1,尉こ頂点に塊め
る｣という複数の方法で綱べることができてい
たn
理解深化問題は,教師が狸仰 した鈍角三角形
の場合を調べ,時間があれば自分でつくった任
意の=.角形について調べる活動だった.全員が
教師が.#鵬した鈍角三角形について調べること
はできていたが,自分でつくった任官の三角形
について調べることができた児蕗は約 3分の1
だった｡
(6)税明する活動について
隣rp'J士のペアで説明し合う活臥 前にItHて説
LF】する活劇を放り入れることができた′,ペアで
説明し合う情動は,理解できたかどうかの評価
の場でもあるが,全員u)説明を十分に恥lき放れ
たとは言えないOしかしながら,ノー トの記述
により,ほぼ全員の子どもが ｢三角形の3つの
角の大きさの和は1800である｣ことを複数
の方仏で確かめることができていた｡
(7)自己評価について
ほとんどの児fi号が ｢どんな三角形の3つの角
の大きさの和も180 0であることが分かっ
た｡｣という趣旨のことを背いていた｡自己評価
については,自分の成長を白光し,今後の祝題
も蒼識する,メタ認知の力を育てるという機能
もあると考える｡振り返りの視点を示して継続
的に放り組ませることで,習慣化を図ることは
できたと考えるので,今後はさらに,｢友達のよ
さ｣や ｢次の学習の拙麟 ｣についての視点も取
り入れることで,人間力向上につながる自己評
価にしていきたい｡
12 研究のまとめ
節数の授業の中で,鋭明力を高めることを通
して ｢人間力｣を育てていきたいと考え,実践
を行ってきた｡
｢間越解決型の授菜｣を中心に研究してきた
私にとっては,r教えて考えさせる授業Hi授業
展剛に大きな追いがあり,非常に抵抗があった.
しかしながら,研究を進めるにつれて,この二
つの授業展開を二者択一-的に捉えるのではなく,
バランスをとって取り入れることができるので
はないかと考えるようになってきた.
中央教育事故会の答申に r教えて考えさせる
指噂｣という百薬があるが,教えるべきことを
蹄拷すべきではないし,考えさせるべきことを
明確にしておく必要があると考える｡そのため
には,単元構想から吟味して,教えるところ (響
得)と考えさせるところ (活用 ･探究)をバラ
ンスよく位慣づけることで,子どもの学力を伸
ばすことができるのではないかと考えている｡
税RJl^ については一朝-一夕に16まるものでは
ないし,ましてや ｢人間力｣もすぐに育てるこ
とができるものではないが,これからも,子ど
もの説明力を高めることで ｢人間力｣を育てて
いきたいと考える｡
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